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ヘッドライン　香りの化学
　花の香り，食べ物の香り，磯の香り…私たちの生活は香りにあふれている。そこで，本
テーマでは，エステルやテルペンなど，香りをもつ有機化合物分子がもつ構造（炭素骨格，
官能基など）を解説するとともに，食品からの香気成分の単離，どのように嗅覚・味覚を評
価するか，さらには昆虫同士のコミュニケーションや植物ホルモンによるシグナル伝達など
の発展的な話題を取りあげる。このようなトピックスは読者の関心が高いだけでなく，中高
の理科の授業における生徒への話題提供につながると期待される。
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子どもが主体的に思考する理科の授業
　―小学 6年「ものが燃えるしくみ」の学習から― 齋藤誠範
実験も段取り八分，仕事二分　―実験の下調べと目的の焦点化の事例報告― 福野勝久
酸化数とは？　―酸化数のルールを生徒自ら考える― 米本朋生
「身近×好奇心×考える」で“化学が好き”を育てたい　～公開講座を通じて～ 坂元知里
SDGs と有機合成化学 横山　初
プルシアンブルーのアルカリ加水分解の反応速度
　―分光光度計を利用した実験教材の開発― 山口忠承

市民として必要な基礎・基本の化学ⅩⅦ
児童・生徒・学生の「わからない」をどう教えているか次号ヘッドライン

　2005 年に富山大学，富山医科薬科大学，高岡短期大学の再編・統合が行われ，
現在，富山大学は五福，杉谷，高岡の三キャンパスに，9学部（人文，教育，経
済，理，工，医，薬，芸術文化，都市デザイン），附属病院，和漢医薬学総合研究
所などの教育研究施設を持つ総合大学となりました。
　写真の建物は五福キャンパスの理学部棟です。立山連峰を望む地で，データサイ
エンス教育にも力点を置き，地域と国際社会への貢献を目指した教育と研究を行っ
ています。

表紙の言葉　富山大学


